
叫

所

町

一川

一
~

~

賢

な

ど

に

よ

っ

て

生

活

必

お

ひ

一
保
誕
寺
つ
け
ず
、
自
立
児
生

の

三

城

保

育

所

へ

贈

物

や
か
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
庄
一
災
を
あ
げ
ね
る
者
。

所

制

役

目

川

一
一

は

す

一

計

困

脱

者

。

一

心
貸
付
金
の
祖
類
、
出
、
盗

(

敬

称

略

)

斤

附

官

約

伺

二

期

で

い
川
一

②

塁

走

に
必
定
資
金
の
帥
一
閉
山
別
表
の
と
お
り
υ

一秋
一
県
庁
で
は
八
月
十
こ
日
庁
合
一

ム
5
月
初
日
夕
ン
ザ
ン
州
問

川
一
一
ー

旬

日

一
い
納

日

ュ

…

雲

仙
か
ら
党
け
る
乙
と
が
凶

一ム
利
子
年
三
分

ム
監

万

法
一
が
裂
し
た
の
で
、
同
県
あ
て
送
一

(大二
、
中
二
)
、
リ
ン
グ
ベ

罫
快
村
下
日
明

一
一

弘

o
r
-

離
な
者
。

一

年
賦
、
半
年
賦、

ま
た
は
月
賦
一
付
し
た
嘉
一
で
、
建
八
し
た
も
の
一
ル
三
側
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
一

聞

大

町

削

工

加

3
く

則

一
の

、

①

資

金

JZ受
け
、
必
要
な
機
助
一
に
よ
る
均
等
償
摂
。
一
が
柑
当
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
一
側
、
松
木

(木
知
人
)一
二
組、

亡

限

月

て

:一比一

け
J

指
導
を
受
け
る
乙
と
に
よ
っ

て

一

(

福
靴
事
務
所
)
一
民
主
管
部
課
に
照
会
し
て
、
腕
一

水
遊
技
具
ニ
側
、
鳥
山
武
、
山

l
1
1
1一一
難

9
切

務

二

出一

l

i

l

i

l

i

-

-

1

1

1

1

一
失
文
書
は
再
送
付
し
て
く
だ
さ
い
一
口
セ
ィ
、
吉
田
二
男
、
一
ニ
招

た

わ

り

ま

し

ょ

う

一
一

2

~
同

税

一

一

一

災

害

の

母

子

世

帯

ヘ

一

(

庶

務

課

)

一

時

一
時

間

JF

最
高
令
(
百
才
)
者
は
氷
山
シ
モ
さ
ん
(
蔭
平
郷
)

一一

時

開

土

一
一

一

一

一

生

業

賞

金

F
貸
付
申
込
別
日
ま
で

一行
政
干

の
試
験
一
ム
見
一
坊
に
一
切
)

目

立

し

よ
り
の
福
祉
週
間
一
②
老
人
慰
問
郵
便

一
以
前

2
3一

一
一
一
一
五
土

市

月

三

一

-

…

一

一

位

諮

問

目

立

一

世

討

の

い
ず
れ

で

あ

一

諸

問

um--b詩

書

室

長

一

の
…
行
事
が
次
の
と
お
り
笑
一
老
人
を
慰
問
す
る
手
密
接
一

永
田
シ
モ
さ
ん
(
安
政
四
年
十
一
一

9

一
一
一

引

一

l

l

l

一
一
思
に
室

、
語

、
一
号
笠
間
附
加
工
賃
と
し
て
一

キ
ロ
七
十
一
受
験
室
者
は
十
月
十
七
日
ま
で
一

城
木
寺
ツ
マ
、
同

(
へ
ち
ま
、

り
…

施
さ
れ
る
の
で
市
民
の
一
知
人
な
ど
の
家
庭
の
老
人
に
送
一

一
月
十
日
生
百
才
)
芸
品
一山

l
i
l
--一=i
|

山
一一

1

1

1

1
1
一
一
お
よ
び
法
補
修
氏
金
を
貸
付
け
一
任
円
の
ほ
か
に
、
油
加
工
・
米

二
県
庁
へ
願
署
提
出
し
て
く
だ
さ
一
朝
顔
な
ど
)
木
場
郷
大
石
敏
キ

k
…
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
一
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
在
で
お
ら
れ
る
の
で
、
特

集

一

ぞ

れ

贈

呈

し

ま

す

。

二

日

-半

年

ク

三

ま

す

0

7

口
に
つ
き
四
円
以
内
、
米
男
一
い
。
く
わ
し
い
乙
と
は
庶
務
課
へ
玄
同
8
日
十
姉
妹
四
羽
、古
町
日

パ…

願
い
し
ま
す
。

一

③

家

庭

で
の
行
事
一
杯
一
組
を
、
ま
た
次
高
金
菜
一
③
婦
人
会
、
青
年
間
な
ど
に
お
い
一
一

E

修

八

一半
年

。
一
一
借
入
希
望
の
お
万
は
福
祉
事
務
一
工
:
同
二
円
以
内
が
加
算
さ
れ
ま
一
間
令
せ
て
く
だ
さ
い
。

一

l
m

一
川
家
申
揃
っ
て

「お
じ
い
さ
一
額
一
九
六
梶
本
キ
ミ
(
文
久
一
て
慰
安
会
、
其
の
他
記
念
行
事
二

1

1

1

I

L
I

-

-
三
斤
へ
と

1
く
よ
ぎ

1
0
7
o

f

j
ノ

一

、

t
5
3
J

一

点
九
月
十
五
日

(と
し
ょ
一
ん
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
豆
一
二
年
九
月
十
八
日
生
九
十
四
7
一
が
行
わ
れ
る

。

二

活

一助

費

一

-

〕

一半
年
ク

一
一
ム
町
付
金
制
類
U
限

肌

で

j
i
i
i
i
j十
{
j
i
j
j
j一

位

計

日

か
ら
二

十

一

喝

の

一

雲

寺

ま

し

て

辺

諸

民

く

注

己

F村
民

主

臼

刊

一

一

言

一

万

戸

田

川

一

の

…

Z検
査

と

共

進

会

予

選

一

日
提
訴
時
一
出
動
日
目
立
口
日
か
ら
秋
の
種
痘

一炉償還期間には
据最悪
合
主
い
一
寸
ω器目詩詩時詰諜問慨
問問諮詰臼詑号空空叫竺竺ご二一己詰一一討一日日開日旦目悶開旦以制止M止一瓦函峠貯…九月十八日か

ri
ら三二
十日ま
1土でム一

鵠
伊Fて社言
会
詰
的
努
?
サ:L
ヒL一「O
飢匙主引軒ド
Uド

Ffr
下;を喜訪

f:
し
与
て
慰

3L
すL一

赤
空
ち
や
之
ん

マ之呆」呆来
年

の

入

学

者

一

技噌印す立滞品詩司絹特
問
官
凶
針
詰
岬

i
'

一

る
。

問
問
一
秋
季
種
痘
を
次
の
日
剖
で
実
施
哲Eし土
一
俗
く
こ
と

J

一

主
否
射

九

閑

E
EPEvえ
ま
い
も
の
寄

る
o

一
事
務
所
へ
。

一の
予
選
を
次
の
H
程
で
実
砲
し
ま
一

(但
し
ニ
頭
ま
で
)
三
頭
以
上
一

室
、
パ
ス
、
映
画
館
そ
の
他
一ム

「
市
の
実
施
雲

」

一

回

諮

問

守

れ
な
く
接
仁

ら

ド

ャ

住

民

制

作

作

品

凶

作

料

L
L崎

町

一

け

計

詰

立

議

官

登

録

喜

一

集
合
の
場
所
な
ど
に
お
い
て
座
一
①
御
祝
記
念
品
を
八
十
一
江
才
以
上
一

一

-

一

青

年

移

住

者

を

募
集
一
ぃ
。

一
の
も
の
で
あ
る
と
と
。
闇

訪

問

見

鳴

る

よ
v

つ
に
い
一
②

話

局

民

間

呈

一

銭

信

一

カ

月
か
ら
生
後
十
一
一
一

道

路

維

持

に

こ

協

力

を

高

官

冗

駐

日

市

農

林

課

へ

一

コ

チ

ア

産

業

組

合

康
問
背
年
移
住
一
な

高

官

接

ヒ

の

予
防
注
射
一

(服

装

)

E
E--E
・E
・-
=
5
3
2
3
2
2
5
5
2
5:
5
2
2
・
;

一

カ
月
ま
で
の
者

(左

後

一

回

も

一

一

ム

出

品

期

日
と
場
斤

一
者
を
募
慎
し
て
い
ま
す
。

・・

:
=
-
E
s
i
z
-
-
=
E
・E
・-
z
i

一
接
種
し
て
い

な

い

者

も

合

む

)

一

責

任

者

お

い

て

補

修

一

①
十
二
月
十
日
ふ
一
日
正
午
一

義
務
教
育
季
え
た
満
十
八
才
以

日

三

千

貫

を

処

理

一

②

来

年

四

月

小

学
校
に
入
学
す
一
と
ん
ど
の
水
害
で
市
道
が
甚
だ
し
一
乙
の
補
修
は
取
り
あ
え
ず
高
地
十
三
日
崎
市
列
浦
町
県
庁
中
庭
園
芸
一
上
二
十
五
才
未
満
の
未
婚
男
子
で

じ

ん

介

焼

却

焼

が

完

成

一

ム

ド

金

一

人

当

り

十

円

一

品

摂

取

時

四

一

臨

時

日

間

前

下

紘

一

時

的

諮

問

十

時

盟

諸

問

諮

問

諮

問

日

持

諮

問

腕

時

一

主

的

U
M
u
r将

一

ム
刊

ほ

と

品

目

以

笠

間

際

宇

日

戸

市

た

一

訪

問

ω持
ん
の
と
協
力
了
間
内
出
品
剖
引
数
一
込
ん
で

υげ
暗
)

廠
内
に
じ
ん
芥
焼
却
炉
室
、
一
乙
の
炉
は
江
口
式
自
然
通
量
で
一

穏

痘

実

施

日

割

一

1

1

1

1

1

一
道
路
移
設
お
よ
び
責
任
者
一
明
一
点
、

ォ
レ
ン
三
一点
、

一

八
月
五
日
か
ら
焼
却
処
理
し
て
い
了
日
三
重
の
処
理
が
で
き
、
現
寸
劇

釦

到

釦

剖

新

一一

国

保

の

受

診

証

一

(9月中旬号)

O 

コ

こ

を

綴

じ

保

存

1= 

し、

て

し

ヂ

」

3 

て

世
許
更
生
資
金
を
貸
付

/ア 仁デパ7

'
川
立
誕
生
で
き
る
生
計
凶
難
者
へ

おお

ば じ

三二
んん
を

資
金
の
磁
知

貸
付
限
度

(第160号)

資 金

家|生

有活

費|費

im 

二
千
円
ク
一
三一
年

ρ

り

者

よだ政市村大昭和 32年 9月 10日

督
促
状
を
出
し
ま
す
と
、
保
険

料
の
ほ
か
に
曹
促
手
数
料
を
一

通
に
つ
き
二
十
円
徴
牧
す
る
乙

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
と
承
知

願
い
ま
す
。
(
保
険
衛
生
課
)

危
険
物
取
扱
い
主
任
者
の
資
格
献
験

E
臨
時
期
間
会
が
次
の

E
お
も
行
わ
れ
ま
す
。

ふ
試
験

九
月
ご
十
主
日
長
崎
市
精
防
局

A
講
習
会
九
月
十
六
日
か
ち
十
九
日
ま
で
。

秋
回
廊
へ
の
提
出

文
書
は
再
確
認
を

ム

112 

予

選

日

程

時

間

一

場

d

時
1
M
時

一一一一
浦

hy

m
時
l
H
時

一
鈴
凹
岩
松
郷
(
石
上
方
〉

9
川
四
日

9
附
i
m
附

一
大

村

公

園

ρ

一
日
時
1
M
時

一
回
大
村
出
賢
所

9
川
別
日

一
9
時

l
m時
一
竹
松
出
張
所

庁

↑
日
時
l
M
時

一
大
村
赤
佐
古

(佐
際
方
)

月

所

紛 ffiJit'Ji た旧十小太
紛 2足長知 町高，。賢ト 野村 大 セ

きた命警 苧知 12記号皇官 メ
たのを川公鯨| し水メ鉱同 ン
公で本郡印 池| て警ン業土 ト

ー印お年池 | 大見ト株
ムlの 知 七 川を )11I ，-.， 村議の式鉱 を

メ|差是呈宅 紛町|露臣民支主業寄
わ I ~ し日は失で|課 寄 たンでか贈
i I暫tま以 、 1'-..../贈めトは ι
よ|休す降同 し復二二 J

~ I f.~ち言語L3f訂配酔室
副i具付目所存日検珠 ! 荒き貧
f宵1~村九一 向 ト A 唱A4.- 刊 t リ揚

め~ 11商月 級腸 旦定界 i 部電
~II 工十 t 高 -;--::..ドム乙 ::;::;)11宮
本 I~会日八等 十事.~ Hじ:思m-r生縦

都11繋会級芸 宣験力!襲警高主
へ J=.1 Lf- コ ~ '_~ rÆ'" こミ

01 ~_.-…，，--一一一一一._.ー…一 ピJ リ

九
月
十
七
日

(火
)
ザ

~

:

次

の
地
区
は
七
号
台
仏

母
時
風
復
旧
工
事
の
た
め
れ

い
停
停
電
し
ま
す
。

、

u
m
w
ム
島
の
線
(
空
廠
内
~

伊
一
方
面
)
午
前
八
時
~

叫

T
r

t
正
午

J

ヘ
川
ι
ム
萱
欄
線
(
原
郷
よ

v

i

‘
 

v
l

り
上
方
面
)
午
前

ハ

ソ
口
凡
九
時
1
十
一
時
川

い

9
ム
植
松
線

(
植
松
方
~

『

面

)

午

後

一

時

1
人

{

一

一時

V

、

(九
魁
大
村
営
業
所
)
川

ム
日
日

タ
ン
バ
リ
ン
三
個
、
木

琴
二
個
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
二
十

例、一
二
城
間
人
会

ム
向
日
H
、
8
月
9
日
風
船
十日

十
駅
通
り
児
玉
洋
品
目

ム
6
月
mm
日
紙
帽
子
七
十
枚
、

本
町
村
井
部
一
回

ハ-7
月
日
口
烈
子

(村
荷
グ
ラ

ム
)
、
写
真

(児
童
強
彫
)
十

五
牧
、
水
田
二
氏
山
口
又一

ム
同
日
目
色

(合一
刺
入
)一

九円、一

蹴
巾
七
枚
、
同
一ニM
仰木
守
ツ
マ

一

ム
8
月
ロ
日
パ
ン
ツ
(
新
)一一

枚
西
三
城
尾
崎
突

(福
祉
事
務
所
)

河

川

に

ゴ

ミ
ゃ
あ
き
缶
な
ど

を
捨
て
た
り
、
堤
防
や
道
路
な
ど

に
畑
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

大
水
な
ど
の
と
き
危
険
で
す
。

(建
設
課
)
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